
数 学 科 学 習 指 導 案

日時 平成16年11月15日(月)5被時

学級  1年 6組 暢子10名、女子8名、計18名)

授 業 者  教 諭  梅 木   周

1.単 元名  4章 ・比例 と反比例

2.単 元について

(1)宮 刻隊について

関数学習では、対応関係を担握しそれを利用することと、変化の様相についてその特徴をとらえることが

指導の柱になる。この章のねらいは,具 体的な事象の中から比例,反 比例の関係を見いだし,そ の学習を通

して,比 例,反 比例の見方や考え方を育成すること。そして、比例,反 比例の見方や考え方をもとに,具 体

的な事象を考察し,問 題を解決していくことを通して,比 例,反 比例のよさや有用性を理解できるようにす

ることである。比例については、小学校6年 で、「倍々関係による比例の意味」「比例では2つの数量の対応

している値の商が決まった数になること」「0以 上の範囲における比例のグラフのかき方とグラフの特徴」を

学習しているが、比例の関係を文字を用いた式で表すことは学習していない。また、反比例は、中学校で初

めて学習する関数であり、変化の様子やグラフ等、比例とは明らかな違いを持つ関数である。

比例、反比例の学習は、いずれも事象の中の数量を表にまとめて対応のしかたを探り、関係を式に表して

定義し、式を利用して対応する値を求めることや対応する値から関係を式に表すことに習熟させ、求めた値

からグラフを予想 してグラフの特徴を考察するという流れで進んでいく。この学習の進め方は、2年 で学習

する1次関数や3年 で学習するy=a x2の 関数乱 同じである。したがつて、比例、反比例の学習を通して、

以後の関数学習にも活かせる式や表、グラフの見方 ・考え方を身につけさせていきたい。

(分 生 徒について

ュ学級の生徒を名簿順で2つに分けて授業する少人数学習指導を行つている。18名の生徒での授業である

ため、できるだけ全員に発言させるように心がけている。また、授業中は一人ひとりの生徒ヘロが届きやす

く机問巡視も余裕をもつて行うことができる。

学級の生徒は、授業中の質問もあり、「わかつた、わからない」などの反応がはつきりしている。毎時間の

初めに正負の数、文字と式、方程式の基本問題を練習させて計算技能の定着を図つている。計算力が不十分

で作業が遅れがちな生徒が2名いるが、明るい雰囲気で授業が進む学級である。

生徒たちは式に対して、主に計算のしかたを表した計算式と見る意識が強く、関係を表した関係式という見

方は弱い状態である。そのため、比例の導入の場面でも、表の値からx, yの 関係を言葉で表すことができ

ていてもy=axの 式に表すことができなかつたり、逆に、,比例の式を示J用してxの値からyの値を求める

ような場面で戸惑うことがあつた。そこで、変数x,yを できるだけ具体的な数量としてとらえさせながら、

その2つの数量関係を表す手段として、式や表、グラフがあるということ。その中でも最も簡潔に数量関係
お 土 , ■ 辞、ハ ボ  茸 , アト ス 圭 1 七 ネ 去 Z い 、ス ‐ じ と 孝 封 卜や斗 才 1 、ユ キ 1 、

(3)指 導の構想

単元の導入である 「比例」の項の第 1時では、風呂に水を入れるときの時間と水の深きの関係を図や表、

グラフに表して小学校での学習の確認をしている。その上で、時間と水の深さの表について特徴を考察する

ことを通して、表のyの 値を横に見たときの変化の様相、表の値を縦に見たときのxの 値とyの 値の対応の

しかたを学習し、また、そこで読み取つたxの値とyの 値の対応のしかたから関数の式を導いている。この

ような表の見方や式を導く考え方は、数量関係を読み取る場合の重要なポイントであり、生徒に身につけさ

せたい技能である。そして、これらの見方や考え方は他の関数の学習をするときにも非常に役立つものであ

り、反比例の学習でも活用させながら定着させたい。

また、比例、反比例を式で定義することからも、式の中の比例定数が表やグラフの特徴にどのように表れ

ているかをきちんと触れていきたい。
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3.単 元の 目標

O比 例や反比例の関係について理解し、比例、反比例の関係を式やグラフに表したり、比例、反比例の式や

表、グラフの特徴を読み取つたりする能力を伸ばす。

[数学に対する関心 ・意欲 ・態度]
・2つの数量の変化や対応を調べることを通して、比例、反比例の関係を見いだし表現し考察したりする

ことに関心をもち、こうした見方や考え方を意欲的に問題の解決に活用しようとする。

[数学的な見方や考え方]
・事象の中にある対応関係や依存t因 果などの関係に着目するなどして、変化や対応などについての見方

や考え方を身に付け、事象に潜む関係やきまりをとらえたり,見 通しをもち順序よく筋道を立てて考え

たりすることができる。

[表現 ・処理]
・2つの数量の変化を比例、反比例の関係としてとらえ、文字などを用いて表現したり、数学的に処理し

たりすることができる。

[数学、図形についての知識 ・理解]
・比例、反比例の関係や座標の意味、比例、反比例の関係を表す表、式、グラフの特徴を理解する。

4 指 導計画と評価規準   ≪ ,16時 間》

節 項 時 目 標
評 価 規 準

数 学 に 対 す る
酒,「ド・音欲 ・能貯 方

方
朋
え

帥考数や
表 現 , 処 理

及学 、図 形 につ いて

の 知 締 ・ 理 脅Z

１
節
　
比
例

１
比
例
す
る
量

●比lallの衰を前み取り、
比例の概念を理解し、比
例の式を導くことができ
る。

υ具体的な事象の中
から比例する2つの数
量を見いだし、その関
係を表やグラフからと
らえようとする。
O比 例の関係の特徴
を、表や式から読みと
ろうとする。

∪文字を変数と見るこ
とができる。
O時 間と水の深さの関
係を考察し、時間が2
倍,3倍になると水の深
さも2倍 。3倍 になるこ
と、時間の2倍が水の
深さになること、水の
深さを時間で割ると常
に2になること等を見
いだすことができる。

O事 象の中から比例
の関係にある2つの量
を見いだし、その関係
を式に表すことができ
る。
①比例定数を具体的
な場面で指摘すること
ができる。

υ比例 、,L4/1J疋ダr/J

意味を理解する。

2

口,ヒタJの関係を式に表
したり、反比例の式を用
いて、問題を解くと

0変 域が使われてい
る具体的な事象につ
いて考察し、変域の表
し方や数の範囲につ
いて考えることができ
る。

り変班を家すのに不
等号を用いることがで

きる。
①比例の式を用いて、
具体的事象の問題を
打早くことができる。
①l組のx,yの値から
比例の式を求めること
ができる。

じ変駆 、父 明 の意味

を理解する。

２
座
標

0平 面上の点の位置を
座標を用いて表したり、
座標が表す点の位置を
示したりすることができる
ようにする。

〇平面上の点の位置
を表す方法を考えよう
とする。

υ半面上の点の位置
を座標を用いて表した
り、座標が表す点の位
置を示したりすることが
できる。

O座 標に関する用語
の意味を理解する。

３
比

例

の
グ

ラ

フ

2

●比4列のグラフをかくこと
ができ、その特徴を理解
できるようにする。

〇比例の特徴をグラフ
から読みとろうとする。

①式とグラフの関係を
考察し、比例の特徴を
見いだし、考察するこ
とができる。

0比 例のグラフをかく
ことができる。

O比 例のグラフの特掛
が理解できる。

力

出

基

問 1

'練 督問題を通して、比例
つ学習について理解を深め
ム_
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２
節

　
反
比
例

１
反
比
例
す
る
量

Ｉ

【
本
時

】

●及比4列の衣を前み取
り、反比例の概念を理解
し、反比例の式を導くこと
ができる。

O反 比例と一定の言1
合で減少する関数に
ついて、値の変化の様
子や対応のしかたの:

特徴を見つけようとす
る。

0長 方形の積と縦の

長さの関係を考察し、
xが 2倍 ・3倍 になるとy
が1/2・1/3なること、x
とyの積が二定になる
こと、yの値は比例定
数■xの値で求められ
ることなどを見いだす
ことができる古

1

●反比例の関係を式に
表したり、反比例め式を
用いて、問題を解く。

〇反比fFllの関係にあ

る数量の値から、反比
例の式に表すことがで

きる。

υ及比4夕U、比4夕Uだ駅
などの用語の意味を
理角7している。

２
反
比
例

の
／
ラ
フ

●反比171jの式から衰を
作り、その表を利用して

反比例のグラフをかくこと
ができ、その特徴を見い
だすことができる。

0反 比4/11の式から衰
を作り、それを基にグ
ラフ作りを進めていく
中で、グラフの特徴を
調べようとする。

0式 ・表とグラフの関

係を調末、反比例の

特徴を考察することが

できる。

〇反比例のグラフをか

くことができる。

〇反比例のグラフは夢
曲線になること等、反
比例のグラフの特徴を
理解する。

な

一

ほ

・

D練 習問題を通して、反比
例の学習について理解を深
ムス

３
節
　
比
例
と
反
比
例

の
利
用

Ｉ
比
例
と
反
比
例

1

0事 象の甲の変化する
量の関係には、比例、反
比例のどちらの関係にも
ならないものがあることを
知る。

υ果作阿/F暑家の甲
の変化する量の関係
にふくまれる比例、反
比例の関係を見いだ
そうとする。

∪具拝門な早家を比

例、反比例の見方や

考え方を生かして考祭
することができる。

〇具体的な事象の中
の変化する量の関係
には、比例、反比例の
どちらの関係にもなら
ないものがあることを
知る。

２
比
例
の
利
用

1

●具体的な事象の問題
を、比例の考え方やグラ

垂鑑 蛋色騒縛
きるようにする。

」果1不門な尋家の問
題を、比例の考えやグ

タフを利用して解決し

其うとする。

0具 拝阿な事家の間
題を、比例の考え方や
グラフを利用して解くこ
とができる。

O比 例の見万や考え
方を用いるよさを理解
する

３
反
比
例
の
利
日

1

●具作円な号家の問題
を、反比例の考えを利用
して解くことができ、反比
例のよさを理解できるよう
にする。

り果作卸/f争家の間
ほを、反比例の考えを
千J用して解決しようと
する。

〇具体的な事象の問
題を、反比例の考え方
を和J用して解くことが
できると

0反 比例の見万や考
え方を用いるよさを理
解する。

章の問
題

1

●練習問題を通して、単元
の学習について理解を深め
ス

5.本 時の指導

(1)目 標

反比例の表を読み取り、反比例の概念を理解し、反比例の式を導くことができる。

本時の目標 評価方法 (場面) L ! 努費質= 宝」響的T l 雪生|

せる。4辺の干口=18となる値を
考えさせる。横と縦の長さの変

子、横と縦の長さの関
係を調べるように促す。

値はどう変わるか、yのltLをど
んな計算で求められるかを考
えさせる。横と縦の長さの関係
を表した言葉の式に着目させ

る。

読み取り、反比

、反比例の
式を導くことが
できる。

L関 は ・
恵 献 ・ほ 度

ともなろて変わる2
つの数量関係に関
心を持ち、反比例
の関係を見つけよう
とする。(発言、行
動)

て、表の横の値の変化の

様子や表の縦のlLjの
を見つけようとする。

と縦の長さを求めようとす
る。周が18c□の長方形の

長さを求めようと
するざ横と縦の長さの表か
ら値の変化の様子や対応
のしかたの特徴を見つけ
ようとする。

反比例の表から反
比例の特徴を考察
することができる。
(発言、プリントヘの

記述)

がら考察し、見いだした反
比例の特徴を説明するこ
とができる。y=18/xと x
=18の両方の式で関係を
表すことができる。

1/2・1/3になること、xとy
の積が一定になること、y
の値は比例定数十xの値
で求めら,tることなどを見
いだすことができる。y=
18/xと xy=18の どちらカ
の式で関係を表すこと力i

できる。



( 3 )展3)展 開

段 階 学 習 活 動 0留 意点、 ● 評価 け旨導の手立て

導
　
　
　
入

　

扮

1.面積が18cHlの長方形の横と縦の長さを求める。
・横lc田、縦18cIB  ・ 横2c刑、縦9cm,  ・ 横3c耐、縦6cm
・お黄4cln、親鮭4,5cnl     ・将氏5ctn、縦3,6cm     ・梅煮6cm、名忙3cm
・横9 c 回、縦2 c n   ・横1 0 c m 、縦1 . 8 c m  ・横 1  8 c m 、縦l  c m など

2.周の長さが18c回の長方形の横と縦の長さを求める。
・横lc回、縦8cm  ・ 横2cm、縦7cm  ・ 横3cm、縦6cm
・横4cm、縦5cln     ・横5cttl、縦4cm     ・横6c田、縦3cni
・横7 c m 、縦2 c m   ・横8 c m 、縦l c m   ・横8 , 5 c 田、縦0 . 5 c m など

3.本時の課題を設定する。

一

封  'ヒ
イ列ではない

ュ“
量の「幻係にす)い■律学

Fし
よう

  ト
ー

4.長方形の横の長さと縦の長さの関係を対応表から考察する。
① 面積が18c置の長方形

標
…1 2 3 4 5 6 B ・

細 18  9   6  4,5 3.6   3・ ・

・横が長くなると縦が短くなる。
・横が長くなったときの縦の長さの減り方が同じではない、違う。
・比例と違い、横の長さが2倍・3倍・4倍 になると、縦は1/2,1/3,1/4
.に

なる。
・横と縦の積が18となる。 (横X縦 =18)
。18キ横=縦 となる。 18■ 縦=横 となる。
周の長さが1 8cmの長方形

・横が長くなると縦が短くなる。
・横がlcm長くなると、縦はl cmずつ短くなる。同じ数ずつ減るのは比
例の場合と同じ。

・横が2倍 になつても縦は2倍にならない。
・横と縦の和が9となる。 (横+縦 =9)
・縦の長さは、9-横 になる。
・横と縦の和の2倍が18になる。

長方形の横の長さをxcm、縦の長さをyc岡として、X,yの 関係を式に表
す。
① 面積が18胡の長方形

y=18/x
xy=18

(yは文に反比例する)

② 周の長さが1 8cmの長方形
y=9-x
x+y=9

(yはxの1次関数)1

反比例を定義し、比例定数の意味をまとめる。

.x,yの関係を表した式から、yがxに反比例するものを選ぶど
ア y=3x  イ y=4/x  ウ  xy=6  工 y=x+8  オ y=x/9

「yがxに反比例するのは、イとウ」

ともなって変わる2つの変数x,yの 関係が、次のような式で表される
とき、vはxに反比例するという。

y=a/x

反比例についても、上の定数aを比例定数という。yがxに反比例す
るとき、xとyの積xyの値は一定で、比例定数に等しい。

(xy=aが 成り立つ)

〇 表の横と縦の長さは、思いつく値から
書かせる。

● 面積18前の長方形の横と縦の長さを
求めようとする。
【横 X縦 〓18となる値を考えさせる。】

● 周が18c■の長方形の横と縦の長さを
f求めようとする。
i【

4辺の和=18となる値を考えさせる。】
〇 縦の長さは横の長さに比例するか考
えさせる。
・横の長さが2倍になつても縦が2倍にならな
いから比例しない。
・縦の長さ■横の長さが同じ数にならないから
!比例しない。

!

33分 |

展

開

〇 長方形の横と縦の関係をつかむため
に、横と縦の値を対応表に整理する。

● 長方形の横と縦の関係に、どのような
特徴があるか見つけようとする。(関心・

意欲・態度)
A… 比例の特徴を思い出して、表の横

の値の変化の様子や表の縦の値め

関係を見つけようとする。
B… 表の値の変化の様子や対応のしか

たの特徴を見つけようとする。
【横と縦の長さの変化の様子、横と縦の
長さの関係を調べるようFこ促す。】

O自 分が見つけた特徴は、プリントの「1
人で」の部分に記入させる。

0表 や図を基に、横と縦の関係の特徴
を考察することができる。(数学的な見方
や考え方)
A… 比例の特徴と比較しながら考察し、

見いだした反比例の特徴を説明する
ことができる。

B…'xが2イ音。3倍 になるとyが 1/2・1/3な
ること、xとyの積が一定になること、y
の値は比例定数■xの値で求められ
ることなどを見いだすことができる。

【xの1直力t2倍 ・3倍 になるとyの1直はどう
変わるかtyの値をどんな計算で求め
られるかを考えさせる。】

● 見つけた長方形の横と縦の関係を式
に表すことができる。(数学的な見方や
考え方)
A… y=18/xと 、xy=18の 両方の式で

関係を表すことができる。
Bt・・y=18/xと 、xy=18の どちらかの

式で関係を表すことができる。
【横と縦の長さの関係を表した言葉の式
に着目させる】

Oy=18/xと y=9-xは 式の形が同じ
かどうかを問いかける。

O比 例ではない関係はいくつかあり、そ
の中の反比例の学習をこれからしていく
こと、y=9-xは 2年生で学習することを
説明する。

O反 比例の一般式y=a/xと 、比例定
数との関係を表すxy=aの 式は、生徒に
導かせる。

O比 例定数も確認する。

終
結
坊

8.本 時で学習した反比例の定義を確認し、家庭学習についてアドバイス

する。
・x , y の開イ系が、y = a / / x と表されるとき、y はx に反比1 / / ! する。

O反 比例することを式の形から判断でき
ること。xyが一定の値になることを確認
する。
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4章 ・比例 と反比例 h8 反比列する量 教科書P101～ P103

1 帥

     ~ |

2 長 方形の横の長さと縦の長さの変化の様子を比べてみよう。

① 面積が18前の受方形           ②  周 の長さが18 cIBの長方形

積 …11 2 3 4 5 1 6

縦 ●●●
i

〔特1数〕

1人 で

みんなで

横 2 3 1 4 5 6

縦

〔特徴〕

1人で

亀さをy clEとして

x, yの 関係を式で表すと

,                i

l _ … … _ _ _ _ _ _ 一 キ ー ー ‐  ‐

ィ y=ニ    ゥ xy=6
I

3 変 数x,yの 関係を表した次のア～オの式の中から、yが xに 反比例するものを選び、

記号で答えなさい。

ア y = 3 x

オ y=き

工  y=x+8
―

岸
卜
時
―

今日の技業でわかつたこと

ワークP

式 ,

横の長さx側 、縦の

ァの関係を式で表すと

●反比例を表す式●

ともなって変わる2ち の変数 x, yの 関係が、次のような式であらわされ

るとき、 とV うヽ。

反比例についても、上の定数aをも一“i″…………という。yが xに反比例
するとき、xと yの 積_…

1 プ リントの実の内容を考えてみよう。
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① 面 積が 18前 の長方形の積と縦の長さを求めよう。

横の長さ (ch)

縦の長 さ (cEl)

横 と縦の長さの関係
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